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論文内容の要旨

〔目的〕

純型肺動脈閉鎖 (P PA) 及び重症肺動脈弁狭窄 (C P S) は種々の程度の右室低形成を伴う疾患であ

る。したがって，良好な長期予後を得るための外科治療としては，右室の発育を期待できる術式が優先さ

れるべきと考えられる。従来から本症に対する肺動脈弁裂開術 (P VT) は，低形成右室の発育促進効果

があると考えられ，初回手術の第一選択とされてきた。しかし PVTによる右室形態の変化については現

在まだ不明な点が多く，乙れに関する詳細な報告は見られない。そ乙で本研究では P P A , C P S に対す

る PVT前後の右室形態の変化を右室容積と三尖弁輪径から定量的に評価し，術後血行動態との関連を検

討した。

〔方法〕

PPA13 例， C P S 9 例，計 2 2例のうち，初回手術としてPVTを行った 1 4例を対象とし，体肺

動脈短絡術 (S P S) を行った 8例を対照とした。手術時年令は 2 日から 1 6 カ月，平均 2 カ月，術後期

間は平均 2 3 カ月であった。手術前後でカテーテル検査を行い，右室拡張末期容積 (RVEDV) ，三尖

弁輪径 (TVD) を計測し，いずれも体表面積から算出する正常予測値に対する百分率で表した。術後血

行動態の指標として，右室左室収縮期圧比 (R V / L V) ，肺体血流量比 (Qp/Qs) ，右室拡張末期圧

(R V E D P) を求めた。
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〔成績〕

1 。手術前後の右室形態及びRV/LVの変化

第RVEDVは PVT前後で 66 ::t 30~ぢから 87 ::t 41~ぢへと増加し (P<o.o 0 9) , SPS前

後では 2 4.::t 1 1 必から 2 4::t1 2%へと変化しなかった。第TVDは PVT前後で 8 5 士 1 7 ~ぢから

89 ::t 21 箔へと， S P S 前後で 58 ::t 18%から 5 4::t1 2%へといずれも変化しなかった。 RV/

LVは PVT前後で1.4 4::t O. 3 3 から o. 4 6 ::t O. 3 7 へと低下 (P< O. 0 0 0 1 ) , S P S 前後では

1. 7 6 ::t O. 5 7 から1.6 2 ::t o. 3 4 と変化しなかった。

2 。手術前後における猪RVEDV と労TVDの関係

%RVEDV と第TVDは術前( r = O. 8 5 4 , P < O. 0 0 1) ，及び術後( r = o. 8 3 1 , P < 

0.0 0 0 1 )において正の相関関係にあった。

30 PVT後血行動態と PVT前後の右室形態との関係

術後Qp/Qs は術前の%R V E D V (r = O. 7 0 0 , P < O. 0 0 8) ，術前の%TVD (r = 0.698 , 

P< 0.0 08) ，及び術後の%T V D (r = 0.6 9 1 , P < O. 0 0 9 )と正の相関関係にあった。

術後RV/LVは術前%TVD と負の相関関係にあり( r = O. 5 8 3 , P < O. 0 3) ，また術前の箔

RVEDV<40%の 4例中 2例で術後RV/LVが 0.9 2 , 1. 5 1 と高値に留まる例が見られた。

術後のRVEDP は術前の%RVEDV と負の相関関係にあり( r = O. 5 3 0 , P < O. 0 5) , また

術前の%TVD<7 5~ぢの 4例中 2例で術後RVEDPが 11 ， 13mmHg と高値の例が見られた。

術前%RVEDV<40%， %TVD<75%であった 4例における術後血行動態各指標を，術前第

RVEDV孟 40%. %TVD孟 75%であった 1 0 例での値と比較すると，それぞ、れ術後Qp/Qs は

0.57 士 0.0 4 と1. 0 0 士 0.1 5 ，術後RV/LVは 0.8 l::t O. 5 5 と O. 3 3::t O. 1 3 ，術後RVED

P は 9 士 3mmHg と 5 士 3mmHgであり，いずれも有意差を認めた。

〔総括〕

10 P P A , C P S I乙対する PVTは労RVEDVを増加させるが，労TVDを変化させなかった。

20 P P A, C P S における%RVEDV と銘TVDは術前，及び術後において正の相関関係にあった。

3 。術後のQp/Qs は術前の労RVEDV及び%TVD との聞に正の相関関係が見られた。

4。術後のRV/LVは術前の労TVD との聞に負の相関関係が見られた。

5 。術後のRVEDP は術前の銘RVEDV との聞に負の相関関係が見られた。

6 。術前第RVEDV<40~ぢ， %TVD<7 5%であった例では，術前%RVEDV孟 40%. 必TV

D孟 7 5 ~ぢであった例と比べて，術後のQp/Qs は有意に低値であり，また術後のRV/LV ， RVE 

DP は有意に高値であった。

7 。以上の成績により，術前の右室形態から， PVT後の右室形態及び血行動態を予測できる可能性が示

唆された。
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論文審査の結果の要旨

純型肺動脈閉鎖，重症肺動脈弁狭窄に対する肺動脈弁裂開術は，右室発育効果があると考えられてきた。

しかし，右室形態と手術効果の関連については不明な点が多く，いまだ詳細な検討はなされていない。

本研究は，純型肺動脈閉鎖，重症肺動脈弁狭窄に対する肺動脈弁裂開術前後の右室形態を，右室拡張末

期容積，三尖弁輪径を計測して定量的に評価し，さらに術後血行動態との関連を検討する乙とにより，本

手術の効果を明らかにしたものである。乙の結果は本症の外科治療体系確立に役立つものと考えられる。
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